
 

 

 

 

 

地域のみんながひとつに 

活動の状況 （認定農用地面積Ａ＝12．6ha） 

当地域は中山間部であり、集落に存在する農地は急峻な地形の中でほ場整備しており、小さな田が多

く、段差が大きいため草刈面積がとても広い。また、水源がため池であるため、関連施設の管理や維持費

が耕作者の負担になるため、認定農家が作りにきてくれない状況にある。このため、非農家も含めて水路

や農道の草刈や施設の管理を年に数回行って耕作者の作業の軽減を図っている。この中で、地域がひと

つにまとまるためにと、子供会や老人会も参加しての田植え祭りや、虫送り、住民の７割程度が集まって

の収穫祭を毎年開催している。 

多面的機能の維持・発揮活動 

【コミュニティ部門】 

北中津原を守る会（いなべ市） 
ふりがな 

きたなかつはらをまもるかい 

     

ぼく植えたよ～（田植え祭り）         草刈軽減のために （ヒメイワダレソウ植栽）   出－てけ出てけ出てかな焼くぞ（虫送り） 

      

こんなところも刈ってます（高さ２０ｍ）       慣れない手つきでヨイショ！    （収穫祭）   集落の大半が集まって和気藹々と 

 ３世代であんころ餅を  老人会趣味の作品と活動写真展示 

 

 

 


